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(57)【要約】
　モバイル電気通信ネットワークにおいてシステム関連
情報を送信するための基地局。基地局は、基地局により
提供されたセルについてのシステム情報を送信し、バー
ジョン同期信号をブロードキャストするよう構成され、
バージョン同期信号は、セルについてのシステム情報の
現在のバージョンに関するバージョン情報を提供する。
【選択図】図４Ａ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　モバイル電気通信ネットワークにおいてシステム関連情報を送信するための基地局であ
って、前記基地局は、
　前記基地局により提供されたセルについてのシステム情報を送信し、
　バージョン同期信号をブロードキャストするよう構成され、前記バージョン同期信号は
、前記セルについての前記システム情報の現在のバージョンに関するバージョン情報を提
供する、基地局。
【請求項２】
　更なる同期信号をブロードキャストするよう構成され、前記更なる同期信号は、端末に
用いて、前記セルと同期させるためのものである、請求項１に記載の基地局。
【請求項３】
　前記更なる同期信号よりも頻繁に、前記バージョン同期信号をブロードキャストするよ
う構成された、請求項２に記載の基地局。
【請求項４】
　第１の時間周波数で周期的に前記更なる同期信号を、第２の時間周波数で周期的に前記
バージョン同期信号をブロードキャストするよう構成され、前記第２の時間周波数は、前
記第１の時間周波数より高い、請求項２に記載の基地局。
【請求項５】
　前記更なる同期信号を送信するのに用いるシーケンスとは異なるシーケンス、及び
前記更なる同期信号を送信するのに用いるスクランブリング構成とは異なるスクランブリ
ング構成、
のうち１つ又は両方に基づいて、前記バージョン同期信号をブロードキャストするよう構
成された、請求項２に記載の基地局。
【請求項６】
　前記セルについての前記システム情報の前記現在のバージョンを示す数に基づいて、前
記バージョン同期信号をブロードキャストするよう構成され、前記数を用いて、前記バー
ジョン同期信号を送信するためのシーケンスとスクランブリング構成のうち１つ又は両方
を導く、請求項１に記載の基地局。
【請求項７】
　前記セルについての前記システム情報の前記現在のバージョンに関する前記バージョン
情報は、
　前記システム情報の前記現在のバージョンが、前の時点で用いた前記システム情報の前
のバージョンに比べて、変更されたことの表示、
　前記システム情報の前記現在のバージョンが、所定の時間差に基づいて識別される、前
の時点で用いた前記システム情報の前のバージョンに比べて、変更されたことの表示、及
び
　各システム情報変更により増加し、ｎ個（ｎ≧２）のエレメントの循環リストから選択
される、現在のバージョン番号の表示
のうち１つ以上を含む、請求項１に記載の基地局。
【請求項８】
　前記バージョン同期信号を形成する２つ以上の個別の信号として、前記バージョン同期
信号を提供するよう構成された、請求項１に記載の基地局。
【請求項９】
　２つ以上の個別の周波数帯を用いて、前記バージョン同期信号をブロードキャストする
よう構成された、請求項１に記載の基地局。
【請求項１０】
　前記２つ以上の個別の周波数帯の第１における連続信号としての、又は、前記第１の周
波数帯における不連続信号としての、前記バージョン同期信号の第１の部分の送信、及び
　前記２つ以上の個別の周波数帯の第２における連続信号としての、又は、前記第２の周
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波数帯における不連続信号としての、前記バージョン同期信号の第２の部分の送信
のうち１つ以上により、前記バージョン同期信号をブロードキャストするよう構成された
、請求項９に記載の基地局。
【請求項１１】
　モバイル電気通信ネットワークにおいて、システム関連情報を送信する基地局のための
回路であって、コントローラエレメントとトランシーバーエレメントとを含み、これらは
連動して、
　前記基地局により提供されるセルについてのシステム情報を送信し、
　前記セルについての前記システム情報の現在のバージョンに関するバージョン情報を提
供するバージョン同期信号をブロードキャスト
するよう構成された、回路。
【請求項１２】
　基地局により提供されるセルについてのシステム情報を送信するよう構成された前記基
地局を含むモバイル電気通信ネットワークにおいて、システム関連情報を送信する方法で
あって、
　前記基地局により、前記セルについての前記システム情報の現在のバージョンに関する
バージョン情報を提供するバージョン同期信号をブロードキャストすることを含む、方法
。
【請求項１３】
　前記基地局により、更なる同期信号をブロードキャストすることを含み、前記更なる同
期信号は、端末に用いて、前記セルと同期させるためのものである、請求項１２に記載の
方法。
【請求項１４】
　前記更なる同期信号よりも頻繁に、前記バージョン同期信号は送信される、請求項１３
に記載の方法。
【請求項１５】
　前記更なる同期信号は、第１の時間周波数で周期的に送信され、前記バージョン同期信
号は、前記第１の時間周波数より高い第２の時間周波数で周期的に送信される、請求項１
３に記載の方法。
【請求項１６】
　前記更なる同期信号を送信するのに用いるシーケンスとは異なるシーケンス、及び
前記更なる同期信号を送信するのに用いるスクランブリング構成とは異なるスクランブリ
ング構成、
のうち１つ又は両方に基づいて、前記バージョン同期信号は送信される、請求項１３に記
載の方法。
【請求項１７】
　前記セルについての前記システム情報の前記現在のバージョンを示す番号に基づいて、
前記バージョン同期信号は送信され、前記番号を用いて、前記バージョン同期信号を送信
するためのシーケンスとスクランブリング構成のうち１つ又は両方を導く、請求項１２に
記載の方法。
【請求項１８】
　前記セルについての前記システム情報の前記現在のバージョンに関する前記バージョン
情報は、
　前記システム情報の前記現在のバージョンが、前の時点で用いた前記システム情報の前
のバージョンに比べて、変更されたことの表示、
　前記システム情報の前記現在のバージョンが、所定の時間差に基づいて識別される、前
の時点で用いた前記システム情報の前のバージョンに比べて、変更されたことの表示、及
び
　各システム情報変更により増加し、ｎ個（ｎ≧２）のエレメントの循環リストから選択
される、現在のバージョン番号の表示
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のうち１つ以上を含む、請求項１２に記載の方法。
【請求項１９】
　前記バージョン同期信号を形成する２つ以上の個別の信号として、前記バージョン同期
信号は提供される、請求項１２に記載の方法。
【請求項２０】
　２つ以上の個別の周波数帯を用いて、前記バージョン同期信号は送信される、請求項１
２に記載の方法。
【請求項２１】
　前記２つ以上の個別の周波数帯の第１における連続信号としての、又は、前記第１の周
波数帯における不連続信号としての、前記バージョン同期信号の第１の部分の送信、及び
　前記２つ以上の個別の周波数帯の第２における連続信号としての、又は、前記第２の周
波数帯における不連続信号としての、前記バージョン同期信号の第２の部分の送信
のうち１つ以上により、前記バージョン同期信号は送信される、請求項２０に記載の方法
。
【請求項２２】
　基地局により提供されるセルについてのシステム情報を送信するよう構成された前記基
地局を含むモバイル電気通信ネットワークにおいて、システム情報を受信する端末であっ
て、
　前記基地局から、前記セルについての前記システム情報の現在のバージョンに関するバ
ージョン情報を提供するバージョン同期信号を検出し、
　前記バージョン情報に基づいて、前記セルについての前記システム情報の前記現在のバ
ージョンが、前記端末にストアされたシステム情報のバージョンとマッチするか判断し、
　前記セルについての前記システム情報の前記現在のバージョンが、前記端末にストアさ
れた前記システム情報の前記バージョンとマッチする場合は、前記端末にストアされた前
記システム情報を用いるよう構成された、端末。
【請求項２３】
　前記セルについての前記システム情報の前記現在のバージョンが、前記端末にストアさ
れた前記システム情報の前記バージョンとマッチしない場合は、前記基地局により提供さ
れる前記システム情報を受信することを試すよう構成された、請求項２２に記載の端末。
【請求項２４】
　前記セルについての前記システム情報の前記現在のバージョンが、前記端末にストアさ
れた前記システム情報の前記バージョンとマッチしない場合は、前記バージョン同期信号
から、前記基地局により提供される前記システム情報を受信するための時間及び周波数リ
ソース位置情報を求め、
　前記位置情報を用いて前記システム情報を受信することを試すよう構成された、請求項
２２に記載の端末。
【請求項２５】
　基地局により提供されるセルについてのシステム情報を送信するよう構成された前記基
地局を含むモバイル電気通信ネットワークにおいて、システム情報を受信する端末の回路
であって、コントローラエレメントとトランシーバーエレメントとを含み、これらは連動
して、
　前記基地局から、前記セルについての前記システム情報の現在のバージョンに関するバ
ージョン情報を提供するバージョン同期信号を検出し、
　前記バージョン情報に基づいて、前記セルについての前記システム情報の前記現在のバ
ージョンが、前記端末にストアされたシステム情報のバージョンとマッチするか判断し、
　前記セルについての前記システム情報の前記現在のバージョンが、前記端末にストアさ
れた前記システム情報の前記バージョンとマッチする場合は、前記端末にストアされた前
記システム情報を用いるよう構成された、回路。
【請求項２６】
　基地局により提供されるセルについてのシステム情報を送信するよう構成された基地局
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を含むモバイル電気通信ネットワークにおいて、端末で、システム情報を受信する方法で
あって、前記端末は、
　前記基地局から、前記セルについての前記システム情報の現在のバージョンに関するバ
ージョン情報を提供するバージョン同期信号を検出し、
　前記バージョン情報に基づいて、前記セルについての前記システム情報の前記現在のバ
ージョンが、前記端末にストアされたシステム情報のバージョンとマッチするか判断し、
　前記セルについての前記システム情報の前記現在のバージョンが、前記端末にストアさ
れた前記システム情報の前記バージョンとマッチする場合は、前記端末にストアされた前
記システム情報を用いることを含む、方法。
【請求項２７】
　前記セルについての前記システム情報の前記現在のバージョンが、前記端末にストアさ
れた前記システム情報の前記バージョンとマッチしない場合は、前記端末は、前記基地局
により提供されるシステム情報を受信することを試す、請求項２６に記載の方法。
【請求項２８】
　前記セルについての前記システム情報の前記現在のバージョンが、前記端末にストアさ
れた前記システム情報の前記バージョンとマッチしない場合は、前記バージョン同期信号
から、前記基地局により提供されるシステム情報を受信するための時間及び周波数リソー
スを識別する位置情報を求め、
　前記位置情報を用いて前記システム情報を受信することを試すことを含む、請求項２６
に記載の方法。
【請求項２９】
　基地局により提供されるセルについてのシステム情報を送信する前記基地局と、端末と
を含む、モバイル電気通信ネットワークであって、前記ネットワークが、
　前記基地局を介して、前記セルについての前記システム情報の現在のバージョンに関す
るバージョン情報を提供するバージョン同期信号を、複数の端末にブロードキャストし、
　前記端末を介して、前記基地局から前記バージョン同期信号を検出し、
　前記端末を介して、前記バージョン情報に基づいて、前記セルについての前記システム
情報の前記現在のバージョンが、前記端末にストアされた前記システム情報のバージョン
とマッチするかどうか判断し、
　前記端末を介して、前記セルについての前記システム情報の前記現在のバージョンが、
前記端末にストアされた前記システム情報のバージョンとマッチする場合は、前記端末に
ストアされた前記システム情報を用いるように構成された、モバイル電気通信ネットワー
ク。
【請求項３０】
　基地局により提供されるセルについてのシステム情報を送信するよう構成された基地局
を含む、モバイル電気通信ネットワークにおいてシステム関連情報を用いる方法であって
、
　前記基地局により、前記セルについての前記システム情報の現在のバージョンに関する
バージョン情報を提供するバージョン同期信号を、複数の端末にブロードキャストし、
　前記複数の端末のうちの１つの端末により、前記基地局から前記バージョン同期信号を
検出し、
　前記端末により、前記バージョン情報に基づいて、前記セルについての前記システム情
報の前記現在のバージョンが、前記端末にストアされた前記システム情報のバージョンと
マッチするかどうか判断し、
　前記セルについての前記システム情報の前記現在のバージョンが、前記端末にストアさ
れた前記システム情報のバージョンとマッチする場合は、前記端末にストアされた前記シ
ステム情報を前記端末が用いることを含む、方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本開示は、電気通信装置及び方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　「背景技術」の記載は、本開示内容を示すためのものである。背景技術に記載した範囲
の発明者の業績及び出願時に先行技術と認められない説明の態様は、明示又は黙示を問わ
ず、本発明の先行技術とは認められない。
【０００３】
　３ＧＰＰ定義ＵＭＴＳ及びロングタームエボリューション（ＬＴＥ）アーキテクチャに
基づくような第３及び第４世代モバイル電気通信システムは、以前の世代のモバイル電気
通信システムにより提供される単純な音声及びメッセージサービスよりも、さらに複雑な
サービスをサポートすることができる。例えば、ＬＴＥシステムにより提供される改善さ
れた無線インターフェース及び向上したデータレートにより、以前は、固定回線データ接
続によってのみ利用できたモバイルビデオストリーミングやモバイルビデオ会議等の高デ
ータレートアプリケーションをユーザーは享受することができる。従って、かかるネット
ワークを利用する要求は強く、これらネットワークのカバレージエリア、すなわち、ネッ
トワークへのアクセスが可能な場所がこれまでよりも迅速に増えることが期待されている
。
【０００４】
　今後の無線通信ネットワークは、現在のシステムを最適化してサポートするよりも、広
範囲のデータトラフィックプロフィール及びタイプに関連した、より広範囲のデバイスと
の通信を日常的に効率よくサポートすることが期待されている。例えば、今後の無線通信
ネットワークは、あまり複雑でないデバイス、マシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ
）デバイス、高解像度ビデオディスプレイ、バーチャルリアリティヘッドセット等をはじ
めとするデバイスによる通信を効率的にサポートすることが期待されている。こうした異
なるタイプのデバイスのいくつかは、数多くの、例えば、「モノのインターネット」をサ
ポートするあまり複雑でないデバイスに用いられ、比較的高レイテンシ耐性の比較的少量
のデータの伝達に関連している。例えば、高精細ビデオストリーミングをサポートする他
のタイプのデバイスは、比較的低レイテンシ耐性の比較的大量のデータの伝達に関連して
いる。例えば、自動運転車通信に用いられるさらに他のタイプのデバイスには、非常に低
いレイテンシと非常に高い信頼性を備えたネットワークを介して伝送されるべきデータと
いう特徴がある。シングルデバイスタイプはまた、実行されているアプリケーションに応
じた異なるデータトラフィックプロフィール／特徴にも関連している。例えば、インター
ネットブラウジングアプリケーション（散発的アップリング及びダウンリンクデータ）を
実行している時や、緊急な場合の緊急応答による音声通信に用いられる時に比べ、ビデオ
ストリーミングアプリケーション（高ダウンリンクデータ）を実行している時は、スマー
トフォンによるデータ交換を効率的にサポートするには異なる配慮がなされる。
【０００５】
　このように、今後の無線通信ネットワーク、例えば、５Ｇ又は新無線（ＮＲ）システム
／新無線アクセス技術（ＲＡＴ）システムと呼ばれるもの、既存のシステムの今後の後継
や新製品が、異なるアプリケーションや異なる特性データトラフィックプロフィールに関
連した広範囲のデバイスについての接続を効率的にサポートすることが期待されている。
【０００６】
　これに関して現在関心が集まっているのは、いわゆる「モノのインターネット」略して
ＩｏＴである。３ＧＰＰは、３ＧＰＰ仕様のリリース１３が提案されており、ＬＴＥ／４
Ｇ無線アクセスインターフェース及び無線インフラストラクチャーを用いて、ナローバン
ド（ＮＢ）－ＩｏＴ及びいわゆる拡張ＭＴＣ（ｅＭＴＣ）オペレーションをサポートする
技術が開発されている。つい最近では、いわゆる拡張ＮＢ－ＩｏＴ（ｅＮＢ－ＩｏＴ）及
び更なる拡張ＭＴＣ（ｆｅＭＴＣ）により、３ＧＰＰ仕様のリリース１４で、そして、い
わゆる更なる拡張ＮＢ－ＩｏＴ（ｆｅＮＢ－ＩｏＴ）及び更なる拡張ＭＴＣ（ｅｆｅＭＴ
Ｃ）により、３ＧＰＰ仕様のリリース１５で、こうした概念を構築することが提案されて
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いる。例えば、［１］、［２］、［３］、［４］を参照のこと。これらの技術を用いる少
なくともいくつかのデバイスは、比較的低い帯域幅データのそれほど頻繁でない通信で済
む簡易で安価なデバイスとなることが期待されている。
【０００７】
　異なるトラフィックプロフィールに関連した異なるタイプの端末デバイスの使用が増え
るにつれて、無線電気通信システムにおいて、効率的に通信を扱うための新たな問題が生
じている。
【０００８】
参考文献
［１］RP-161464, "Revised WID for Further Enhanced MTC for LTE," Ericsson, 3GPP 
TSG RAN Meeting#73, New Orleans, SA, September19-22, 2016
［２］RP-161901, "Revised work item proposal: Enhancements of NB-IoT", Huawei, H
iSilicon, 3GPP TSG RAN Meeting#73, New Orleans, USA, September19-22, 2016
［３］RP-170732, "New WID on Even further Enhanced MTC for LTE," Ericsson, Qualc
omm, 3GPPTSGRANMeeting#75, Dubrovnik, Croatia, March6-9,2017
［４］RP-170852, "New WID on Further NB-IoT enhancements, "Huawei, HiSilicon, Ne
ul, 3GPP TSG RAN Meeting#75, Dubrovnik, Croatia,March6-9, 2017
［５］Holma H. and Toskala A, "LTE for UMTS OFDMA and SC-FDMA based radio access
", John Wiley and Sons, 2009
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本開示の態様及び特徴は請求項に定義されている。
　前述の概要及び後述の詳細な説明は、本技術を例証するものであり、限定するものでは
ない。実施形態と利点は、添付の図面と組み合わせて詳細な説明を参照することにより、
より良く理解されるであろう。
【００１０】
　開示のより完全な理解及び不随する利点は、添付の図面と組み合わせて以下の詳細な説
明を参照することにより、容易になされるであろう。図中、同じ参照番号は、同一又は対
応のものを指している。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本開示のある実施形態により操作される、ＬＴＥタイプの無線電気通信システム
のいくつかの態様の概略図である。
【図２】ＬＴＥ規格に従って操作されるモバイル通信システムの無線アクセスインターフ
ェースのダウンリンクの構造の概略図である。
【図３】ＦＤＤ　ＬＴＥシステムにおける同期信号送信の概略図である。
【図４Ａ】システム情報バージョンを示す同期信号送信の例を示す図である。
【図４Ｂ】システム情報バージョンを示す同期信号送信の他の例を示す図である。
【図５】同期信号の送信及び受信のためのリソースの使用の例を示す図である。
【図６】同期信号の送信及び受信のためのリソースの使用の他の例を示す図である。
【図７】本開示による方法の一例を示す図である。
【図８】本開示による方法の他の例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　図１は、ＬＴＥ原理に従って操作されるモバイル電気通信ネットワーク／システムの基
本的な機能を示す概略図であり、後述する本開示の実施形態を実行するものである。図１
の様々な構成要素やそれぞれの操作モードは周知されており、３ＧＰＰ（ＲＴＭ）本体に
より管理される関連規格に定義されており、これに関しては多くの本、例えば、HolmaH.
、ToskalaA［５］にも記載されている。本明細書に詳しく記載されていない電気通信ネッ
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トワークの操作態様は、公知の技術、例えば、関連規格に従って、実施されるものと考え
られる。
【００１３】
　図１はモバイル電気通信システムの概略図である。システムは、コアネットワーク１０
２に接続された基地局１０１を有するインフラ設備を含み、通信技術の当業者に知られた
通常の配置に従って操作される。インフラ設備１０１はまた、例えば、基地局、ネットワ
ーク構成要素、インフラストラクチャー装置、拡張ノードＢ（ｅＮｏｄｅＢ）又は調整エ
ンティティとも呼ばれ、破線１０３で表されるカバレッジエリア又はセル内の１つ以上の
通信デバイスに無線アクセスインターフェースを提供する。１つ以上のモバイル通信デバ
イス１０４は、無線アクセスインターフェースを用いて、データを表す信号の送受信によ
り、データと通信する。コアネットワーク１０２はまた、ネットワークエンティティによ
り供給される通信デバイスに、認証、モビリティマネジメント、充電等の機能も提供する
。
【００１４】
　図１のモバイル通信デバイスはまた、通信端末、ユーザー機器（ＵＥ）、端末デバイス
等とも呼ばれ、ネットワークエンティティを介して、同一又は異なるカバレッジエリアに
より供給される１つ以上の通信デバイスと通信するよう構成されている。これらの通信は
、２方向通信リンクについて、無線アクセスインターフェースを用いて、データを表す信
号を送受信することにより行われる。
【００１５】
　通信システムは、公知のプロトコルに従って操作され、例えば、ある例においては、３
ＧＰＰロングタームエボリューション（ＬＴＥ）規格に従って操作される。
【００１６】
　図１には、１つの基地局１０１ａが詳細に示されており、無線アクセスインターフェー
スを介して、信号を１つ以上の通信デバイス又はＵＥ１０４に送信するトランスミッタ１
１０と、カバレッジエリア１０３内の１つ以上のＵＥから信号を受信するレシーバ１１２
とが含まれている。コントローラ１１４は、無線アクセスインターフェースの通信リソー
スエレメントの割り当てを制御する機能を果たし、ある例においては、アップリンクとダ
ウンリンクの両方に対して、無線アクセスインターフェースを介して、送信をスケジュー
リングするスケジューラを含む。
【００１７】
　本例において、インフラ設備１０１ａは、無線信号を送信するトランスミッタ１１０と
、無線信号の受信のためのレシーバ１１２と、インフラ設備１００１ａを制御して、本明
細書に記載した通り、本開示の実施形態に従って操作されるよう構成されたコントローラ
１１４とを含む。コントローラ１１４は、後述する本開示の実施形態に従った機能を提供
するスケジューラ等の様々なサブユニットを含んでいてもよい。これらのサブユニットは
、個別のハードウェアエレメントとして、またはコントローラ１１４の適切に構成された
機能として実施されてよい。このように、コントローラ１１４は、無線電気通信システム
における設備にとって通常のプログラミング／構成技術を用いて、本明細書に記載した所
望の機能を提供するよう好適に構成／プログラムされたプロセッサを含む。トランスミッ
タ１１０、レシーバ１１２及びコントローラ１１４は、図１においては、見やすいように
個別のエレメントとして示されているが、これらユニットの機能は、様々に異なる方法で
提供でき、例えば、好適にプログラムされた単体の汎用コンピュータや、好適に構成され
たアプリケーション専用集積回路を用いてよい。インフラ設備１０１ａは、一般的に、ス
ケジューラ等、操作機能に関連した様々なその他のエレメントを含む。例えば、簡潔にす
るために、図１には図示していないが、コントローラ１１４は、スケジューラを含む。す
なわち、コントローラ１１４は、基地局にスケジューリング機能を提供する。
【００１８】
　ＵＥ１０４ａの一例を詳細に示すと、無線アクセスインターフェースのアップリンクの
信号をｅＮｏｄｅＢ１０３に送信するトランスミッタ１１６と、無線アクセスインターフ
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ェースを介して、ダウンリンクで基地局１０１により送信された信号を受信するレシーバ
１１９とを含む。ＵＥ１０４ａはまた、データを記憶する、ソリッドステートメモリ等の
記憶媒体１１２も含む。トランスミッタ１１６、レシーバ１１９及び記憶媒体１１２はコ
ントローラ１２０により制御される。本開示の実施形態において、ＵＥ１０４ａは、ｆｅ
ＭＴＣ（FurtherEnhancedMachineTypeCommunications、拡張機械型コミュニケーション）
又はｅＮＢ－ＩｏＴ（EnhancedNarrowbandInternetofThings、拡張ナローバンドモノのイ
ンターネット）を用いて操作するよう構成された端末デバイスである。
【００１９】
　本例において、端末デバイス１０４ａは、無線信号を送信するトランスミッタ１１６、
無線信号を受信するレシーバ１１８、及び端末デバイス１０４ａと記憶媒体１２２を制御
するよう構成されたコントローラ１２０とを含む。コントローラ１２０は、後述する本開
示の実施形態に従って、機能を提供する様々なサブユニットを含んでいてよい。サブユニ
ットは、個別のハードウェアエレメントとして、又はコントローラ１２０の適切に構成さ
れた機能として実施される。このように、コントローラ１２０は、無線電気通信システム
における設備にとって通常のプログラミング／構成技術を用いて、本明細書に記載した所
望の機能を提供するよう好適に構成／プログラムされたプロセッサを含む。トランスミッ
タ１１０、レシーバ１１８及びコントローラ１２０は、図１においては、見やすいように
個別のエレメントとして示されているが、これらユニットの機能は、様々に異なる方法で
提供でき、例えば、好適にプログラムされた単体の汎用コンピュータや、好適に構成され
たアプリケーション専用集積回路を用いてよい。端末デバイス１０４ａは、一般的に、電
源、ユーザーインターフェース等、操作機能に関連した様々なその他のエレメントを含む
が、簡潔にするために、図１には図示していない。
【００２０】
　３ＧＰＰ定義ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）アーキテクチャのようなモバイ
ル電気通信システムは、無線ダウンリンクについては直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）ベ
ース無線アクセスインターフェース（いわゆるＯＦＤＭＡ）及び無線アップリンクでは、
シングルキャリア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）を用いる。ＬＴＥ規格に従った
無線アクセスインターフェースのダウンリンク及びアップリンクは図２に示す。
【００２１】
　図２に、通信システムがＬＴＥ規格に従って操作されている時の、図１の基地局により
提供される、又はそれに関連した無線アクセスインターフェースのダウンリンクの構造の
簡略概略図を示す。ＬＴＥシステムにおいて、基地局からＵＥまでのダウンリンクの無線
アクセスインターフェースは、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）アクセス無線インターフ
ェースに基づいている。ＯＦＤＭインターフェースにおいて、利用可能な帯域幅のリソー
スは、周波数で、複数の直交サブキャリアに分割され、データは、複数の直交サブキャリ
アで平行に送信される。１．４ＭＨｚ～２０ＭＨｚの帯域幅が、直交サブキャリアに分割
される。サブキャリアの全てがデータを送信するのに用いられるものではない。サブキャ
リアの数は、７２サブキャリア（１．４ＭＨｚ）～１２００サブキャリア（２０ＭＨｚ）
の間で変わる。ある例において、サブキャリアはグループ化されて、スケジューリングブ
ロックを形成する。リソースブロック（ＲＢ）は、１２のサブキャリアで構成することが
できる。ＭＴＣのナローバンドは、６ＲＢ又は７２のサブキャリアで構成される。各サブ
キャリア帯域幅は、任意の値をとることができるが、ＬＴＥにおいては、１５ｋＨｚに固
定される。図２に示す通り、無線アクセスインターフェースのリソースもまた、一時的に
、フレームに分割される。フレーム２００は１０ｍｓ続き、それぞれの期間が１ｍｓのサ
ブフレーム２０１へとさらに分割される。各サブフレーム２０１は、１４のＯＦＤＭシン
ボルから形成され、２つのスロット２２０、２２２へと分割される。それぞれ、６又は７
のＯＦＤＭシンボルを含む。これは、符号間干渉の減少に対して、ＯＦＤＭシンボル間で
、通常又は拡張サイクリックプレフィックスが利用されるかどうかによる。スロット内の
リソースは、リソースブロック２０３に分割され、１スロットの期間について１２のサブ
キャリアを含む。リソースブロックは、リソースエレメント２０４にさらに分割され、１
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つのＯＦＤＭシンボルについて、１のサブキャリアに及ぶ。各矩形２０４がリソースエレ
メントを表している。フレーム構造はまた、図２には図示されていないが、プライマリ同
期信号（ＰＳＳ）及びセカンダリ同期信号（ＳＳＳ）を含む。ＰＳＳは、第１のサブフレ
ームの７番目のＯＦＤＭシンボル及び無線フレームの６番目のサブフレームの７番目のＯ
ＦＤＭシンボルの中央の６２のサブキャリアを占有する。ＳＳＳは、第１のサブフレーム
の６番目のＯＦＤＭシンボルの中央の６２のサブキャリア及び無線フレームの６番目のサ
ブフレームの６番目のＯＦＤＭシンボルの中央の６２のサブキャリアを占有する。
【００２２】
　端末が、基地局により提供されるセルを用いる前に、端末は、一連のステップを実行す
ることが予想される。例えば、長いＤＲＸ期間後又はスイッチオンされた後は、端末はま
だ同期がなされていない状態にある。端末は、プライマリ同期信号（ＰＳＳ）及びセカン
ダリ同期信号（ＳＳＳ）を用いて、セル及びセル－ＩＤを検出し、物理ブロードキャスト
チャネル（ＰＢＣＨ）からのシステム情報（ＭＩＢ）と、ＰＤＳＣＨから更なるシステム
情報を受信することが予想される。より具体的には、典型的に、基地局により発せられた
レガシーＰＳＳ及びＳＳＳを用いて、端末は、セルにより、最初に、時間及び周波数同期
を取得するものとする。その後、端末は、ＰＢＣＨをデコードし、ＭＩＢが得られる。Ｍ
ＩＢは、他のものと合わせて、更なるシステム情報を得るための端末についての情報、す
なわち、ＰＤＳＣＨを介して送信されるＳＩＢ１を含んでいる。ＳＩＢ１は、残りのシス
テム情報部分（他のＳＩＢ）を得るためのスケジューリング情報を含んでいる。カバレッ
ジ拡張モードで操作される端末（例えば、マシンタイプ又はＩｏＴ端末）は、システム情
報を保持するＰＢＣＨ及びＰＤＳＣＨチャネルをデコードできるよう数多くの繰り返しを
必要とする。ＰＳＳ／ＳＳＳ、ＰＢＣＨ（ＭＩＢ）及びＳＩＢ１に対して予想される取得
時間の見積もり例を、ディープカバレッジシナリオについて表１に示す。
【００２３】
【表１】

　表１は各信号を検出するのに必要な時間の９０％を示す。この表から分かる通り、同期
がなされたら、ディープカバレッジシナリオでシステム情報取得に、大量の時間とエネル
ギーが使われる。システム取得、すなわち、ＭＩＢ及びＳＩＢ取得（本技術を用いて）に
用いられる時間及び／又はパワーを減じる、又は排除されるのが望ましい。
【００２４】
　レガシー端末（ＭＴＣ端末又はその他）は、それぞれ１つのみのＯＦＤＭシンボルを占
有し、各無線フレーム毎に２回送信される、既存のＰＳＳ／ＳＳＳを用いる。
【００２５】
　これを、図３に示す。ＦＤＤ　ＬＴＥシステムにおける同期信号の送信を表している。
【００２６】
　図３は、ＦＤＤ　ＬＴＥシステムにおける同期信号の送信の概略図である。図３には、
１０のサブフレームＳＦ０～ＳＦ９に分割された無線フレーム３０６が示されている。各
サブフレームＳＦ０～ＳＦ９は、２つのスロットからなる。例えば、サブフレームＳＦ１
は、スロット２　３０８とスロット３　３１０を含む。
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【００２７】
　ここで、ＰＳＳ３０２（ハッチングで示される）は、スロット０　３１０（サブフレー
ム０、ＳＦ０）及びスロット１０　３１２（サブフレーム５、ＳＦ５）の最後のＯＦＤＭ
で送信され、ＳＳＳ３０４（塗り潰しブロックで示される）は、スロット０（サブフレー
ム０、ＳＦ０）及びスロット１０（サブフレーム５、ＳＦ５）の最後から２番目のＯＦＤ
Ｍで送信される。時間と周波数ドメインの両方において、少量のリソースで、カバレッジ
拡張モードで送信される同期信号によって、セルと同期の必要な時間は、所望よりもはる
かに長くなる。
【００２８】
　本開示によれば、全体の取得時間を減らすために、１つ以上の追加の同期信号／チャネ
ル（１つ以上のＰＳＳ／ＳＳＳのような信号）が提供される。システム情報が取得された
か、用いた最後のシステム情報が更新されることが尚予想されているか、判断又は推定す
るために、追加の同期信号を端末に用いることができる。異なる観点からみると、システ
ム獲得に関連した情報を備えた、新規のＭＴＣ同期信号「ＭＳＳ」が送信される構成が提
供される。
【００２９】
　ある例において、追加の同期信号はまた、通常の既存のＰＳＳ及びＳＳＳ信号よりも頻
繁に（すなわち、時間の次元においてより密に）送信することもできる。これにより、カ
バレッジ拡張モードを用いる端末が、必要な数の同期サンプルをより迅速に蓄積すること
ができる。
【００３０】
　第１の例の態様において、ＭＳＳは、ＰＳＳ及びＳＳＳに用いるのと異なるシーケンス
及び／又はスクランブリングを有している。従って、レガシー端末は、ＭＳＳを検出する
ことができず、同期信号を受信し、注意深くこれらの信号を用いても、誤ったやり方でセ
ルを同期するレガシー端末となる。上述した通り、多くの場合において、ＭＳＳは、レガ
シーＰＳＳ及びＳＳＳより密である、すなわち、より多く送信される（例えば、スロット
当たりより多くのＯＦＤＭシンボルで、及び／又は無線フレーム当たりより多くのスロッ
トで送信される）ため、端末は、通常のＰＳＳ及びＳＳＳのみを用いるよりも迅速にセル
と同期することができる。
【００３１】
　ＭＳＳは、数多くの異なる種類のシステム取得に関する情報（すなわち、システム取得
情報）を提供することができる。一実施形態において、システム取得情報は、システム情
報「ＳＩ」変更を示すものである。ＳＩ変更は、例えば、ＭＩＢ及び／又はＳＩＢにより
保持されるコンテンツに変更がある場合に示される。レガシーシステムにおいて、ＳＩ変
更は、ページングにより示される。その場合、端末は、ページングを受信するのにＭＰＤ
ＣＣＨをブラインド検出することができる。本開示によれば、ＳＩ変更情報は、異なるＭ
ＳＳシーケンス／スクランブリング構成を用いて示すことができる（ＰＳＳ／ＳＳＳ信号
について異なるシーケンス又はスクランブリングを用いてセルＩＤにシグナリングするや
り方と同様）。
【００３２】
　端末は、２つの仮説の１つに基づいてＭＳＳをデコードしようとする。シーケンス及び
／又はスクランブリングの第１の仮説は、ＳＩ変更を想定するものであり、他のシーケン
ス及び／又はスクランブリングの第２の仮説は、ＳＩ変更を想定しないものである。従っ
て、ＭＳＳを検出することにより、ＵＥは、ＳＩＢを読み飛ばすか（ＳＩ変更なしの場合
）、ＳＩＢを読むか判断する。この例は、ＳＩ変更は稀であると予測するものであるため
、大半の時間は、ＵＥは最新ＳＩを既に取得しており、多くの場合、ＳＩＢを読み飛ばす
ため、時間と電池の節約となる。
【００３３】
　ある例において、ＭＳＳは、システムがＭＳＳの送信前の期間内に、例えば、ＭＳＳ送
信前フレームにおいて、ＭＳＳ送信前の最後のｎサブフレームにおいて、又はその他好適
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な所定の期間に、システム情報変更がなされたかを示す。
【００３４】
　上述した通り、ＭＳＳは、システム情報変更、或いは、システム情報変更なしかを、適
用されたＭＳＳシーケンス／スクランブリング構成を通して示す。従って、適用されたＭ
ＳＳシーケンス／スクランブリング構成は、ＭＳＳインジケータに「０」か「１」の値を
付与するものと解釈することができる。
【００３５】
　ある例において、この変更、「変更なし」を示す「０」か、「ＳＩが変更された」こと
を示す「１」を用いてエンコードすることができる。他の例において、ＭＳＳは、変更が
あった場合は「０」と「１」を切り替え、システム情報における次の変更まで、同じ「０
」か「１」の値と通信し続ける。例えば、ＭＳＳが変更の前「０」を示している場合、Ｍ
ＳＳは、ＳＩ変更後「１」を示し、ＳＩが変更されない限りは「１」を示し続ける。この
例を図４Ａに示す。
【００３６】
　図４Ａは、両矢印Ｍ１～Ｍ４及びカバーリング期間τ０～τ２、τ２～τ３、τ３～τ
４及びτ４～τ６により示される４つの連続した修正期間を含む期間中のシステム情報バ
ージョンを示す同期信号送信の例である。
【００３７】
　ＤＲＸサイクル４０２は、時間τ１からτ５まで伸び、「オン」期間４０４と「オフ」
（又はＤＲＸモード）期間４０６を含む。
【００３８】
　ＭＳＳインジケータ４１２ａ～ｄは、修正期間Ｍ１～Ｍ４中に送信される。
【００３９】
　修正期間Ｍ２及びＭ３内のＳＩ変更は、それぞれ、矢印４０８及び４１０により示され
る。
【００４０】
　図４Ａには、ＳＩが変更されると、インジケータが、次の修正期間のために０～１まで
変更され、変更された後再び０に戻ることが示されている。ＳＩは、最後の期間について
は変更されないため、この期間中は０のままである。この例は、ストレートな適用と実施
を可能としているが、ある例によっては、いくつか制限もある。例えば、時間τ１及びτ
５でＭＳＳを受信する端末は、システム情報が変更（２回）され、新たなシステム情報を
受信しようとしないことを検知しない。
【００４１】
　図４Ｂは、０／１インジケータを与えるＭＳＳの変形構成を示す（図４Ａと同じ参照番
号は同じ特徴部分に用いられている）。「０」又は「１」の２つ値のうち一方は、ＭＳＳ
送信前の所定の期間（修正期間）に対してシステム情報が変更されたことを示し、「０」
及び「１」の値の他方は、システム情報がこの期間に変更されなかったことを示している
。この例において、修正期間は、ＰＳＳ／ＳＳＳサイクルの数に対応することが予想され
る。ただし、実際には、図４Ａと同様の実施が好ましいことが予想される（どのくらい前
に最後の変更があったかにかかわらず、システム情報の現在のバージョンが示されるため
）。ある例において、図４Ｂに示す実施は、有用と考えられる（例えば、どのくらいの長
さのＤＲＸサイクルが予想されるかに応じて、どのような修正期間が構成されるかに応じ
て）。
【００４２】
　ある例において、システム取得情報は、ＳＩバージョンを含む。ＭＳＳインジケータが
、変更の度に０と１で切り替わる前述の例と同様に、ＭＳＳを検出する際、端末は、現在
のＳＩバージョンと、ＭＳＳにより示されるＳＩバージョンを比較することにより、ＳＩ
が変更されたかどうか判断することができる。１つの視点から、上述した図４Ａに示した
例では、ＳＩインジケータがバージョン「０」かバージョン「１」を示す２つのバージョ
ンしか示さなかったが、（より進んだ）ＳＩバージョンだと、ＳＩ変更で２つを超えるバ
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ージョンを示すことができる。端末は長ＤＲＸ期間にあるため、２つ以上のＳＩインジケ
ータ変更を逃してしまうと考えられる。例えば、２つのみの「０」又は「１」を示してい
る図４Ａにおいて、時間τ１からτ５の端末ＤＲＸサイクル４０２は、４つの修正期間Ｍ
１、Ｍ２、Ｍ３及びＭ４に及ぶ。本例において、ＳＩ変更は、バージョン「０」か「１」
を示し、２回変更されるが、端末はＤＲＸモード４０６である。
【００４３】
　より具体的には、端末が時間τ１でウェイクアップしたら、ＳＩ変更インジケータが「
０」にセットされたのが検出される。これは、端末のメモリにあるのと同じバージョンで
あるため、ＳＩ変更は示されず、端末はスリープに戻る。端末のスリープ期間中、２つの
ＳＩ変更４０８、４１０がある。修正期間Ｍ２（時間τ２～τ３）およびＭ３（時間τ３
～τ４）において、すなわち、Ｍ２中、ＳＩ変更インジケータ４１２ｂは、「１」に切り
替わり、Ｍ３中は、４１２ｃを「０」に切り替える。端末がτ５でウェークアップすると
、ＳＩバージョン４１２ｄは、端末のメモリのバージョンにマッチする「０」であり、端
末は、ＳＩに変更がないと仮定する。しかしながら、ＳＩが既に２回変更されていると、
端末には、ＳＩの更新バージョンはもうない。従って、ＭＳＳに、３つ以上のＳＩバージ
ョンを示させると、端末に知らせることなく、ＳＩバージョンをラップアラウンドさせず
に済む。各ＳＩバージョンは、個別のシーケンス及び／又はスクランブリングにより表す
ことができる。
【００４４】
　他の例において、システム取得情報は、ＳＦＮとは別のＭＩＢにより保持される情報へ
の変更を示すものである。システムフレームナンバー「ＳＦＮ」（ＭＩＢにおいて４無線
フレーム毎に変更される）とは別に、ＭＩＢは、ＳＩＢ１に対して、システム帯域幅情報
、スケジューリング及び構成情報のような情報を保持している。従って、ＭＳＳを検出す
ることにより、端末は、ＭＩＢを読み飛ばすか（もし、正しいＳＦＮ情報を未だ保持して
いれば）、ＭＩＢを読むか判断又は推定することができる。従って、かかる構成により、
ＭＩＢの不要なデコードを減じたり、排除することができる。
【００４５】
　ある例において、ＭＳＳは、異なるナローバンドで、ＬＴＥ　ＰＳＳ／ＳＳＳに送信さ
れる。現在のＬＴＥ　ＰＳＳ＆ＳＳＳは、システム帯域幅の中央ナローバンドに位置して
いる。異なるナローバンドでＭＳＳを送信することにより、ＭＳＳのスケジューリングに
フレキシビリティを与えることができる。これによりまた、取得プロセスを加速するため
に、ＭＳＳが、連続したリソースを時間内に占有することができる。注目すべきは、ＭＳ
Ｓが中央の６ＰＲＢ（ＰＳＳ／ＳＳＳ送信に現在用いられている中央ナローバンド）を占
有している場合は、時間の連続したリソースで常に提供されないことである。特に、レガ
シーＰＳＳ／ＳＳＳ及びＭＩＢはまた、中央６ＰＲＢを占有するため、ＭＳＳは、これら
の信号周囲に不連続なリソースをマップしなければならない。
【００４６】
　ある例において、ＭＳＳを含むナローバンドは、はじめにスイッチオンされたときに、
端末によって検出することができる。例えば、ＰＳＳ／ＳＳＳをスキャンする代わり（又
はこれに加えて）、ＭＳＳをスキャンして、セルに同期させようとすることができる。こ
れは、セルを変更しそうになく、セルが変更されておらず、同じセルがＭＳＳの場所を変
更していないことを第１の前提として想定することのできる、モバイルにはならない端末
（例えば、スマートメータ）に特に該当する。ＭＳＳの場所はまた、例えば、ＳＩＢ又は
ＲＲＣ構成で、ネットワークによってもシグナリングされ、再取得に用いることができる
（例えば、ＰＳＳ／ＳＳＳを用いて、ＵＥがまず、セルに接続された場合、システム情報
又はＲＲＣ構成を読み、ＵＥにＭＳＳの場所を知らせ、ＵＥはそのＭＳＳを、セルの今後
の取得に用いることができる。
【００４７】
　ＭＳＳは、アップリンク補償ギャップ「ＵＧＣ」中、ＨＤ－ＦＤＤ端末により用いて、
長いアップリンク伝送後、同期を再度取得することができるものとする。ここで、端末は
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、ＭＳＳを含むダウンリンクナローバンドに切り替えることができる。ＭＳＳを用いて、
端末をより迅速に（ＵＥがＰＳＳ／ＳＳＳを用いて同期する場合のレガシーケースよりも
）同期させるときは、ＵＣＧの期間は、レガシーケースに比べ短くすることができる。
【００４８】
　一例において、端末がＭＳＳ（又はＭＳＳを検出できるネットワークに対してＵＥ信号
）をモニターするよう構成されている場合、短いＵＧＣを適用する。これは、ＵＬメッセ
ージ送信のレイテンシを減じるという利点を有し、端末の電力消費を減じることができる
（端末は、ＵＬ転送を早めに完了できると、低電力状態に早く切り替わるからである）。
【００４９】
　他の例において、ＭＳＳはまた、どこが中央ナローバンドであるか示すこともできる。
ＭＳＳを初期取得（すなわち、端末を最初にスイッチオンするときの「コールドスタート
」）に用いる場合、これは特に該当する。そこで端末はＭＳＳを検出しようとし、ＭＳＳ
は、ＰＳＳ／ＳＳＳ及びＰＢＣＨとは異なるナローバンドにある。従って、ＭＳＳは、端
末がＰＢＣＨを得られる場所を示すことができる（ＭＳＳの場所に対して）。場合によっ
ては、表示がないのは、ＭＳＳとＰＢＣＨの両方が、同じ周波数に位置することを意味す
るものとして解釈される。他の場合は、ＭＳＳとＰＢＣＨがたとえ同じバンドに位置して
いても、ＭＳＳは、ＰＢＣＨの場所の表示を尚含んでいる（すなわち、同じ周波数帯）。
かかる表示は、異なるＭＳＳシーケンス又はＭＳＳに適用された異なるスクランブリング
を用いることにより送信することができる。
【００５０】
　一例において、可能なＭＳＳシーケンスのセットは、セルＩＤの機能である。ＭＳＳシ
ーケンスのかかるセットにおけるシーケンスを用いて、本明細書で述べた情報を示す。こ
こで、各セルＩＤについては、異なるセットのシーケンスがある。従って、ＭＳＳを検出
することにより、端末はまた、セルＩＤも学ぶ。これにより、ＭＳＳを初期取得に、例え
ば、ＰＳＳ及びＳＳＳの代わりに用いることができる。
【００５１】
　ＭＳＳは、同じナローバンドで送信されるが、他の例においては、ＭＳＳは、異なるバ
ンドを用い、後述する通り、「周波数ホッピング」構成に頼る。
【００５２】
　周波数ホッピング（ＦＨ）をＭＳＳに用いる例では、ＭＳＳに対してゲイン（例えば、
周波数ダイバーシティゲイン）を与えることによって、カバレッジ拡張モードにおいて、
端末が必要とするサンプルの数が減じ、より早いシステム取得が予想される。周波数ホッ
ピングパターンは、セルＩＤに基づくものであり、ネットワークにより構成される。当然
のことながら、周波数ホッピングを用いるときは、端末が、最初にスイッチオンされると
きにＭＳＳを用いることは難しく（例えば、ＭＳＳが既知の時間の感覚でホップされる場
合）、これは「ウォームスタート」条件でより頻繁に用いられる。
【００５３】
　ＭＳＳは、ＦＨ構成については２（以上）の周波数位置で送信できるが（すなわち、２
つの個別の信号として送信される）、簡潔にするために、以下の例では、２つのナローバ
ンドについてのみ述べている（すなわち、ＭＳＳは、２つの個別の周波数帯で送信される
）。しかしながら、当業者であれば、同じ教示を３つ以上のバンドにも適用できることが
分かるはずである。
【００５４】
　図５は、システム帯域幅５０４内の時間の次元（矢印５０２により図示）の例である。
このように、本例においては、ＭＳＳは、ＦＨのｅＮｏｄｅＢにより、２つのナローバン
ドを連続的に用いて送信され、端末周波数は、レシーバーをホップして、周波数位置の一
方又は他方で受信する。第１のナローバンド（「ナローバンドＡ」）は、システム帯域幅
５０４内の斜めハッチング領域５０６により表され、第２のナローバンド（「ナローバン
ドＢ」）は、システム帯域幅５０４内の格子縞領域５０８により表される。このように、
端末は、時間基準のホッピングパターンを知らずに、ＭＳＳの周波数ダイバーシティを得
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ることができる。すなわち、端末は、２つのナローバンドで連続的に送信されるため、Ｍ
ＳＳが送信される時を把握する必要はない。この例を図５に示す。ｅＮｏｄｅＢは、２つ
の周波数位置で、ＭＳＳを連続的に送信している（ナローバンドＡ５０６及びナローバン
ドＢ５０８、上の時間ダイアグラム参照）。一方、端末は、ナローバンドＡとナローバン
ドＢの間でホッピングパターンを実施する（ナローバンドＡ５０６の黒塗り四角５１０ａ
～５１０ｅにより示されるリソース内及び中間の時間ダイアグラムの黒塗り四角５１２ａ
～５１２ｆにより示されるリソース内で受信する）ため、ＭＳＳの周波数ホップバージョ
ンを受信する（リソース５１０ａ～５１０ｅで受信される第１のナローバンド５０６で送
信されるＭＳＳの部分と、リソース５１２ａ～５１２ｅで受信される第２のナローバンド
５０８で送信されるＭＳＳの部分を含む、図５の下の時間ダイアグラム参照）。
【００５５】
　さらに他の例において（上述した時間と周波数「ホッピング」の組み合わせとしても見
られる）、ｅＮｏｄｅＢは、例えば、図６に示す通り、時間の重なったブロックにおいて
、異なる周波数位置でＭＳＳを送信することができる。
【００５６】
　図６に、斜めにハッチングされた矩形６０２ａ～６０２ｅで示される、複数の不連続の
期間におけるシステム帯域幅５０４の第１のナローバンド部分６０８（「ナローバンドＡ
」）を用いた、ｅＮｏｄｅＢの送信を示す。さらに、ｅＮｏｄｅＢは、格子縞パターンの
矩形６０４ａ～６０４ｆで示される、複数の不連続の期間におけるシステム帯域幅５０４
の第２のナローバンド部分６１０（「ナローバンドＢ」）を用いて送信する。
【００５７】
　この図は、ｅＮｏｄｅＢが、不連続なやり方で（時間領域６０６）、２つの異なる周波
数場所で、ＭＳＳを送信することができることを示している（すなわち、周波数領域にお
いて不連続なやり方で）。端末は、予想されるＭＳＳ送信時間で、これら周波数位置６０
８、６１０間で周波数ホップすることができる。ある例において、ＭＳＳ６０２ａ～６０
２ｅ、６０４ａ～６０４ｆの送信は、予想される受信時間５１０ａ～５１０ｅ、５１２ａ
～５１２ｆよりも長いため、「重なり」を生じる（例えば、図６の期間６１２を参照）。
その時点で、ＭＳＳは、２つの別個のバンド６０８、６１０に送信される。これは、例え
ば、図示される「重なり」６１２より少ない場合は、タイミングエラーを吸収するのを助
ける。
【００５８】
　一例において、端末は、時間及び周波数領域におけるＭＳＳ物理リソースについて知ら
される、又は常に検知している。例えば、端末は、ＭＳＳを保持するナローバンドについ
てのナローバンドインデックスを含む情報、ＭＳＳを保持するＯＦＤＭシンボルに関する
情報、ＭＳＳ　ＦＨパターン（ある場合）についての情報等を受信する、又は有している
。ＭＳＳのこの構成は、次の２つのケースにおいては特に有利である。
・ウォームスタート　端末が、以前に取得して読んだシステム情報を有している、又は、
セルにおいてＲＲＣ＿接続状態にあるときは、そのセルのシステム情報を必要とする場合
は、セルの構成情報（ＭＳＳ構成を含む）を受信して、端末にＭＳＳを受信させる。例え
ば、長い時間にわたってスリープしている固定端末は、スリープから起きるときに、構成
されたＭＳＳを用いてセルを再取得を最初に試すことができる。固定されているため、ス
リープに行く前に、同じセルを用いる可能性があり、既存のＳＩ（以前に取得）が尚有効
であることを確認することができる。
・モビリティ　端末は、情報エレメント（「ＩＥ」）を介して隣接セルに、ＭＳＳ構成を
知らせることができる。端末が、隣接セル測定を行うときは、隣接セル測定をＭＳＳに直
接に行うこともできる。
【００５９】
　「コールドスタート」ケースにおいては（端末が、セルのＭＳＳ構成を検知しないよう
なとき）、可能なＭＳＳ構成で、レガシーＰＳＳ／ＳＳＳ又はブラインド検出仮説を用い
て同期することができる。しかしながら、場合によっては、端末は、代わりにＭＳＳを用
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いることができる。例えば、固定端末（例えば、スマートメータ）は、可能であれば、迅
速なシステム取得を試すために、最後のＭＳＳ構成を用いることを最初に試す。もしこれ
に失敗すると、端末は、ＰＳＳ／ＳＳＳによるレガシー技術にフォールバックすることと
なる。ある例において、「コールドスタート」ケースで、端末がＰＳＳ／ＳＳＳ又はＭＳ
Ｓを検出しようとする場合、２つのＰＳＳ／ＳＳＳ及びＭＳＳ同期信号の間隔は、予め定
義された他周波数間隔となる。例えば、ＬＴＥ環境において、周波数ラスタとも呼ばれる
周波数間隔は、１００ｋＨｚの倍数であり、同じ周波数間隔を、一方のＰＳＳ／ＳＳＳ信
号と、他方のＭＳＳ信号間で用いることができる。
【００６０】
　一般的に、場合によっては、端末は、ＭＳＳ及び最後のＭＳＳ構成を用いて同期をゲイ
ンすることを最初に試す。ＭＳＳを用いて同期に失敗した場合（例えば、ＭＳＳが検出す
る前にタイマーがタイムアウトする）、異なる選択肢を端末が利用可能であり、端末内に
構成することができる。概して、以下の機能（フォールバック機構）が端末内で実施され
る。
優先割り当てＭＳＳ：
・前に構成した隣接セルのＭＳＳを用いてゲイン同期をまず試す。
・成功しなかった場合、前のサービングセルのＰＳＳ／ＳＳＳを用いて同期をゲインする
のを試す。
・成功しなかった場合、任意のセルのＰＳＳ／ＳＳＳを用いて同期をゲインするのを試す
。
優先割り当てサービングセル
・前のサービングセルのＰＳＳ／ＳＳＳを用いてゲイン同期をまず試す。
・成功しなかった場合、前に構成した隣接セルのＭＳＳを用いて同期をゲインするのを試
す。
・成功しなかった場合、任意のセルのＰＳＳ／ＳＳＳを用いて同期をゲインするのを試す
。
【００６１】
　上記のフォールバック機構は、例えば、ｅＮｏｄｅＢがＭＳＳの構成を変更する（例え
ば、ターンオン又はオフする）、又は端末を、ＭＳＳは実行しないが、レガシーＰＳＳ／
ＳＳＳのみは実行するセルへ動かす場合、有利である。
【００６２】
　一実施形態において、ＭＳＳは、ＤＲＸサイクルから派生した時間で送信される。例え
ば、ＭＳＳは、アクティブ端末のＵＣＧ期間中のみ送信される、又はＭＳＳは、ページン
グ機会前に送信される。この機能によって、ＭＳＳ送信に用いるリソースを最小限に抑え
ながら、セルに予め接続しておいた端末はより迅速に同期できるようになる（例えば、ペ
ージング機会に、モバイル端末メッセージを受信する）。しかしながら、モバイルからの
メッセージを送信したい端末は、ＵＬメッセージを同期し送信できるようになる前、ＤＲ
Ｘサイクルを待つため、こうした端末ではレイテンシが増加する。
【００６３】
　注目すべきは、ＭＳＳは、一般的に、単一信号とされるが、当業者であれば、ある例に
おいては、２つ以上の個別の信号として提供されることである。例えば、レガシー同期の
ために２つの同期信号ＰＳＳ／ＳＳＳを用いるのと同様に、端末はまた、２つの異なる信
号ＭＳＳ１とＭＳＳ２を探し、検出して、システム関連情報（例えば、システム情報の変
更又はバージョンの表示）を同期し、求めることができる。
【００６４】
　図７に、ここに記載した技術に従って、ＭＳＳ型の信号を提供する、本開示による例示
の方法を示す。まず、Ｓ７０１で、セルについてのシステム情報を送信するよう構成され
た基地局を提供する。例えば、システム情報は、ＬＴＥ電気通信システムで用いられるＭ
ＩＢ及び／又はＳＩＢを含む。
【００６５】
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　Ｓ７０２で、基地局は、バージョン同期信号（例えば、ＭＳＳ）をブロードキャストす
る。バージョン同期信号は、セルについてのシステム情報の現在のバージョンに関するバ
ージョン情報を提供する。従って、これは、端末がセルについてのシステム情報を受信す
るのを試す場合の数を減じることができる。
【００６６】
　図８に、本開示による他の例の方法を示す。まず、Ｓ８０１で、基地局からのバージョ
ン同期信号（例えば、ＭＳＳ）を端末により検出する。バージョン同期信号は、セルにつ
いてのシステム情報の現在のバージョンに関するバージョン情報を提供する。
【００６７】
　次に、バージョン同期信号が受信されると、端末は、バージョン情報に基づいて、セル
についてのシステム情報の現在のバージョンが、端末にストアされたシステム情報のバー
ジョンとマッチするか判断する（Ｓ８０２）。
【００６８】
　マッチしなかった場合、Ｓ８０３に進み、端末は、基地局により提供されるシステム情
報受信を試す。一方、マッチした場合は、端末は、端末にストアされたシステム情報を用
いる（Ｓ８０４）。
【００６９】
　上記の教示を考慮し、本開示の数多くの修正及び変形が可能である。従って、特許請求
の範囲内で、本明細書に具体的に記載された以外に、開示内容を実施することができる。
【００７０】
　記載した開示の実施形態を実施する限りにおいて、少なくとも部分的に、ソフトウェア
制御データ処理装置によって、そのようなソフトウェアを含む一時的でない機械読み取り
媒体、例えば、光ディスク、磁気ディスク、半導体メモリ等、も、本開示の実施形態を表
すと考えられる。
【００７１】
　明瞭にするために、異なる機能ユニット、回路及び／又はプロセッサを参照して実施形
態を説明したが、異なる機能ユニット、回路及び／又はプロセッサ間の機能を好適に分配
させることも実施形態に含まれるものとする。
【００７２】
　記載した実施形態は、ハードウェア、ソフトウェア、ファームウェア又はこれらの組み
合わせをはじめとする好適な形態で実施される。記載した実施形態は、１つ以上のデータ
プロセッサ及び／又はデジタル信号プロセッサで実行されるコンピュータソフトウェアと
して少なくとも部分的に任意に実施される。
【００７３】
　実施形態の要素及びコンポーネントは、好適なやり方で物理的、機能的及び論理的に実
施される。従って、機能性は、単一ユニット、複数のユニット又はその他機能ユニットの
一部として実施される。このように、開示された実施形態は、単一ユニットで実施された
り、異なるユニット、回路及び／又はプロセッサ間に物理的及び機能的に分配されてもよ
い。
【００７４】
　本開示を、いくつかの実施形態に関連付けて説明してきたが、ここに規定した特定の形
態に限定されない。さらに、特徴は、特定の実施形態に関連付けて説明するものとしたが
、当業者であれば、記載した実施形態の様々な特徴は、技術を実施するのに好適なやり方
で組み合わせることができる。
【００７５】
　本開示において、記載した方法のステップは、好適な任意の順番で実施することができ
、必ずしもリストした順番でなくてよい。例えば、ステップは、可能かつ適切であれば、
上述した実施例で用いたのと異なる順番で、又はステップをリストするために用いた表示
順（例えば、請求項で）と異なる順番で行ってもよい。このように、場合によっては、い
くつかの工程を異なる順番で実施したり、同時に（完全に又は部分的に）、あるいは同じ
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陣版で行ってもよい。本明細書に記載した任意の方法のステップを実施する順番が技術的
に可能である限りは、本開示に明らかに包含される。
【００７６】
　本明細書で用いる、情報又はメッセージを要素に送信する、には、１つ以上のメッセー
ジを要素に送ること、そして、残りの情報からは別に情報の一部送ることが含まれる。「
メッセージ」の数は、考慮される層や粒度に応じて異なる。例えば、メッセージの送信に
は、ＬＴＥ／５Ｇ環境でいくつかのリソース要素を用いて、下層のいくつかの信号が上層
の単一メッセージに対応するようにする。また、端末への、又は端末からの送信には、特
に断りのない限り、１つ以上のユーザーデータ、ディスカバリー情報、コントロールシグ
ナリング及び送信されるその他の種類の情報の送信が含まれる。
【００７７】
　また、装置又はシステムに関して開示された態様についての教示は、対応の方法につい
ても開示されたものとする。同様に、方法に関して開示された態様についての教示は、対
応の装置又はシステムについても開示されたものとする。さらに、どの要素が機能又はス
テップを実行するのに構成されたか明らかに指定されなかった方法又はシステムに関する
教示について、機能を実施できる好適な要素は、この機能やステップを実行するよう構成
されることが明らかに開示されている。例えば、１つ以上のモバイル端末、ベースステー
ション又はその他モバイルユニットは、技術的に可能であり、明らかに排除されない限り
は、適宜、構成される。
【００７８】
　本開示は、ＬＴＥ及び／又は５Ｇに関して説明してきたが、ＬＴＥ、５Ｇに限定される
わけでなく、他の３ＧＰＰ規格にも教示は適用可能である。特に、本明細書で用いた用語
は、概して、５Ｇ規格のものと同じ又は同等であるが、教示は５Ｇの現在のバージョンに
限定されず、５Ｇをベースとしない、及び／又は５Ｇ、３ＧＰＰ又はその他規格のその他
の今後のバージョンに準拠する適切な構成に等しく適用できる。
【００７９】
　本開示の各特長は、以下の実施例により定義される。
【００８０】
実施例１　モバイル電気通信ネットワークにおいてシステム関連情報を送信するための基
地局であって、該基地局は、
　該基地局により提供されたセルについてのシステム情報を送信し、
　バージョン同期信号をブロードキャストするよう構成され、該バージョン同期信号は、
該セルについての該システム情報の現在のバージョンに関するバージョン情報を提供する
、基地局。
実施例２　更なる同期信号をブロードキャストするよう構成され、該更なる同期信号は、
端末に用いて、該セルと同期させるためのものである、実施例１の基地局。
実施例３　該更なる同期信号よりも頻繁に、該バージョン同期信号をブロードキャストす
るよう構成された、実施例２の基地局。
実施例４　第１の時間周波数で周期的に該更なる同期信号を、第２の時間周波数で周期的
に該バージョン同期信号をブロードキャストするよう構成され、該第２の時間周波数は、
該第１の時間周波数より高い、実施例２又は３の基地局。
実施例５　該更なる同期信号を送信するのに用いるシーケンスとは異なるシーケンス、及
び
該更なる同期信号を送信するのに用いるスクランブリング構成とは異なるスクランブリン
グ構成、
のうち１つ又は両方に基づいて、該バージョン同期信号をブロードキャストするよう構成
された、実施例２～４のいずれか１つの基地局。
実施例６　該セルについての該システム情報の該現在のバージョンを示す数に基づいて、
該バージョン同期信号をブロードキャストするよう構成され、該数を用いて、該バージョ
ン同期信号を送信するためのシーケンスとスクランブリング構成のうち１つ又は両方を導
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く、実施例１～５のいずれか１つの基地局。
実施例７　該セルについての該システム情報の該現在のバージョンに関する該バージョン
情報は、
　該システム情報の該現在のバージョンが、前の時点で用いた該システム情報の前のバー
ジョンに比べて、変更されたことの表示、
　該システム情報の該現在のバージョンが、所定の時間差に基づいて識別される、前の時
点で用いた該システム情報の前のバージョンに比べて、変更されたことの表示、及び
　各システム情報変更により増加し、ｎ個（ｎ≧２）のエレメントの循環リストから選択
される、現在のバージョン番号の表示
のうち１つ以上を含む、実施例１～６のいずれか１つの基地局。
実施例８　該バージョン同期信号を形成する２つ以上の個別の信号として、該バージョン
同期信号を提供するよう構成された、実施例１～７のいずれか１つの基地局。
実施例９　２つ以上の個別の周波数帯を用いて、該バージョン同期信号をブロードキャス
トするよう構成された、実施例１～８のいずれか１つの基地局。
実施例１０　該２つ以上の個別の周波数帯の第１における連続信号としての、又は、該第
１の周波数帯における不連続信号としての、該バージョン同期信号の第１の部分の送信、
及び
　該２つ以上の個別の周波数帯の第２における連続信号としての、又は、該第２の周波数
帯における不連続信号としての、該バージョン同期信号の第２の部分の送信
のうち１つ以上により、該バージョン同期信号をブロードキャストするよう構成された、
実施例９の基地局。
実施例１１　モバイル電気通信ネットワークにおいて、システム関連情報を送信する基地
局のための回路であって、コントローラエレメントとトランシーバーエレメントとを含み
、これらは連動して、
　該基地局により提供されるセルについてのシステム情報を送信し、
　該セルについての該システム情報の現在のバージョンに関するバージョン情報を提供す
るバージョン同期信号をブロードキャスト
するよう構成された、回路。
実施例１２　基地局により提供されるセルについてのシステム情報を送信するよう構成さ
れた該基地局を含むモバイル電気通信ネットワークにおいて、システム関連情報を送信す
る方法であって、
　該基地局により、該セルについての該システム情報の現在のバージョンに関するバージ
ョン情報を提供するバージョン同期信号をブロードキャストすることを含む、方法。
実施例１３　該基地局により、更なる同期信号をブロードキャストすることを含み、該更
なる同期信号は、端末に用いて、該セルと同期させるためのものである、実施例１２の方
法。
実施例１４　該更なる同期信号よりも頻繁に、該バージョン同期信号は送信される、実施
例１３の方法。
実施例１５　該更なる同期信号は、第１の時間周波数で周期的に送信され、該バージョン
同期信号は、該第１の時間周波数より高い第２の時間周波数で周期的に送信される、実施
例１３又は１４の方法。
実施例１６　該更なる同期信号を送信するのに用いるシーケンスとは異なるシーケンス、
及び
該更なる同期信号を送信するのに用いるスクランブリング構成とは異なるスクランブリン
グ構成、
のうち１つ又は両方に基づいて、該バージョン同期信号は送信される、実施例１３～１５
のいずれか１つの方法。
実施例１７　該セルについての該システム情報の該現在のバージョンを示す番号に基づい
て、該バージョン同期信号は送信され、該番号を用いて、該バージョン同期信号を送信す
るためのシーケンスとスクランブリング構成のうち１つ又は両方を導く、実施例１２～１
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６のいずれか１つの方法。
実施例１８　該セルについての該システム情報の該現在のバージョンに関する該バージョ
ン情報は、
　該システム情報の該現在のバージョンが、前の時点で用いた該システム情報の前のバー
ジョンに比べて、変更されたことの表示、
　該システム情報の該現在のバージョンが、所定の時間差に基づいて識別される、前の時
点で用いた該システム情報の前のバージョンに比べて、変更されたことの表示、及び
　各システム情報変更により増加し、ｎ個（ｎ≧２）のエレメントの循環リストから選択
される、現在のバージョン番号の表示
のうち１つ以上を含む、実施例１２～１７のいずれか１つの方法。
実施例１９　該バージョン同期信号を形成する２つ以上の個別の信号として、該バージョ
ン同期信号は提供される、実施例１２～１８のいずれか１つの方法。
実施例２０　２つ以上の個別の周波数帯を用いて、該バージョン同期信号は送信される、
実施例１２～１９のいずれか１つの方法。
実施例２１　該２つ以上の個別の周波数帯の第１における連続信号としての、又は、該第
１の周波数帯における不連続信号としての、該バージョン同期信号の第１の部分の送信、
及び
　該２つ以上の個別の周波数帯の第２における連続信号としての、又は、該第２の周波数
帯における不連続信号としての、該バージョン同期信号の第２の部分の送信
のうち１つ以上により、該バージョン同期信号は送信される、実施例２０の方法。
実施例２２　基地局により提供されるセルについてのシステム情報を送信するよう構成さ
れた該基地局を含むモバイル電気通信ネットワークにおいて、システム情報を受信する端
末であって、
　該基地局から、該セルについての該システム情報の現在のバージョンに関するバージョ
ン情報を提供するバージョン同期信号を検出し、
　該バージョン情報に基づいて、該セルについての該システム情報の該現在のバージョン
が、該端末にストアされたシステム情報のバージョンとマッチするか判断し、
　該セルについての該システム情報の該現在のバージョンが、該端末にストアされた該シ
ステム情報の該バージョンとマッチする場合は、該端末にストアされた該システム情報を
用いるよう構成された、端末。
実施例２３　該セルについての該システム情報の該現在のバージョンが、該端末にストア
された該システム情報の該バージョンとマッチしない場合は、該基地局により提供される
該システム情報を受信することを試すよう構成された、実施例２２の端末。
実施例２４　該セルについての該システム情報の該現在のバージョンが、該端末にストア
された該システム情報の該バージョンとマッチしない場合は、該バージョン同期信号から
、該基地局により提供される該システム情報を受信するための時間及び周波数リソース位
置情報を求め、
　該位置情報を用いて該システム情報を受信することを試すよう構成された、実施例２２
又は２３の端末。
実施例２５　基地局により提供されるセルについてのシステム情報を送信するよう構成さ
れた該基地局を含むモバイル電気通信ネットワークにおいて、システム情報を受信する端
末の回路であって、コントローラエレメントとトランシーバーエレメントとを含み、これ
らは連動して、
　該基地局から、該セルについての該システム情報の現在のバージョンに関するバージョ
ン情報を提供するバージョン同期信号を検出し、
　該バージョン情報に基づいて、該セルについての該システム情報の該現在のバージョン
が、該端末にストアされたシステム情報のバージョンとマッチするか判断し、
　該セルについての該システム情報の該現在のバージョンが、該端末にストアされた該シ
ステム情報の該バージョンとマッチする場合は、該端末にストアされた該システム情報を
用いるよう構成された、回路。
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実施例２６　基地局により提供されるセルについてのシステム情報を送信するよう構成さ
れた該基地局を含むモバイル電気通信ネットワークにおいて、端末で、システム情報を受
信する方法であって、該端末は、
　該基地局から、該セルについての該システム情報の現在のバージョンに関するバージョ
ン情報を提供するバージョン同期信号を検出し、
　該バージョン情報に基づいて、該セルについての該システム情報の該現在のバージョン
が、該端末にストアされたシステム情報のバージョンとマッチするか判断し、
　該セルについての該システム情報の該現在のバージョンが、該端末にストアされた該シ
ステム情報の該バージョンとマッチする場合は、該端末にストアされた該システム情報を
用いることを含む、方法。
実施例２７　該セルについての該システム情報の該現在のバージョンが、該端末にストア
された該システム情報の該バージョンとマッチしない場合は、該端末は、該基地局により
提供されるシステム情報を受信することを試す、実施例２６の方法。
実施例２８　該セルについての該システム情報の該現在のバージョンが、該端末にストア
された該システム情報の該バージョンとマッチしない場合は、該バージョン同期信号から
、該基地局により提供されるシステム情報を受信するための時間及び周波数リソースを識
別する位置情報を求め、該位置情報を用いて該システム情報を受信することを試すことを
含む、実施例２６又は２７の方法。
実施例２９　基地局により提供されるセルについてのシステム情報を送信する該基地局と
、端末とを含む、モバイル電気通信ネットワークであって、該ネットワークが、
　該基地局を介して、該セルについての該システム情報の現在のバージョンに関するバー
ジョン情報を提供するバージョン同期信号を、複数の端末にブロードキャストし、
　該端末を介して、該基地局から該バージョン同期信号を検出し、
　該端末を介して、該バージョン情報に基づいて、該セルについての該システム情報の該
現在のバージョンが、該端末にストアされた該システム情報のバージョンとマッチするか
どうか判断し、
　該端末を介して、該セルについての該システム情報の該現在のバージョンが、該端末に
ストアされた該システム情報のバージョンとマッチする場合は、該端末にストアされた該
システム情報を用いるように構成された、モバイル電気通信ネットワーク。
実施例３０　基地局により提供されるセルについてのシステム情報を送信するよう構成さ
れた該基地局を含む、モバイル電気通信ネットワークにおいてシステム関連情報を用いる
方法であって、
　該基地局により、該セルについての該システム情報の現在のバージョンに関するバージ
ョン情報を提供するバージョン同期信号を、複数の端末にブロードキャストし、
　該複数の端末のうちの１つの端末により、該基地局から該バージョン同期信号を検出し
、
　該端末により、該バージョン情報に基づいて、該セルについての該システム情報の該現
在のバージョンが、該端末にストアされた該システム情報のバージョンとマッチするかど
うか判断し、
　該セルについての該システム情報の該現在のバージョンが、該端末にストアされた該シ
ステム情報のバージョンとマッチする場合は、該端末にストアされた該システム情報を該
端末が用いることを含む、方法。
【００８１】
　従って、一つの観点からすると、基地局により提供されるセルについてのシステム情報
を送信するよう構成された、基地局を含むモバイル電気通信ネットワークにおいて、シス
テム関連情報を送信する方法が提供される。この方法は、基地局により、バージョン同期
信号（例えば、ＭＳＳ）をブロードキャストすることを含み、バージョン同期信号は、セ
ルについてのシステム情報の現在のバージョンに関するバージョン情報を提供する。これ
により、システム情報を受信することを試したかどうか、端末が判断することができる。
基地局が、セルとの同期を得るために端末に用いられる更なる同期信号（例えば、ＰＳＳ
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及び／又はＳＳＳ）をブロードキャストする場合（端末はシステム情報も受信できる）、
端末がシステム情報を受信することを試すとき（例えば、ウォーム又はコールドスタート
後）、バージョン同期信号を、更なる同期信号の代わりに、又はこれに加えて用いること
ができる。バージョン同期信号は、同期信号として提供されるため、セルとまだ同期して
いなくても、端末により受信される。
【００８２】
　従って、他の観点からすると、基地局により提供されるセルについてのシステム情報を
送信するよう構成された、基地局を含むモバイル電気通信ネットワークにおいて、システ
ム情報を受信するための端末が提供される。端末は、基地局から、セルについてのシステ
ム情報の現在のバージョンに関するバージョン情報を提供するバージョン同期信号を検出
し、バージョン情報に基づいて、セルについてのシステム情報の現在のバージョンが、端
末にストアされたシステム情報のバージョンとマッチするかどうか判断し、セルについて
のシステム情報の現在のバージョンが、端末にストアされたシステム情報のバージョンと
マッチする場合には、端末にストアされたシステム情報を用いるよう構成される。

【図１】 【図２】
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【図４Ｂ】 【図５】
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